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うな照射・検出間距離をシミュレーションで調べた結果，r = 0.30，0.65mm が適切な距離である
ことが分かった．  
②測定手法の検証を目的として，光学特性値が既知のファントム実験を行った．積分球で透過率・
反射率を測定した結果から導出した光学特性ちと，2 点反射測定による吸光度から導出した光学
特性値を比較した．波長 1600nm 付近が，散乱係数の変動を見積もる際の最適な波長であること
が分かった． 
③グルコース濃度を変化させた光学特性値が既知のファントムを用いて，グルコース濃度変化に
対する散乱係数変動幅を見積もった．Mie 散乱理論に比べ，グルコース濃度変化にたいする散乱
係数の変動幅が大きくなることが示唆された． 
④ヒトを対象とした糖負荷試験によって，血糖値変化に対する散乱係数の変動幅を調べた．血糖
値変化に対する 2 点反射測定による吸光度の変化が小さいため，散乱係数の変動を正確に見積も
ることができなかったが，今後測定条件の改良により見積もることの可能性を示した． 
 
